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函に付着している。

本植物の幼体は「ひわ色」を呈し，成体は「こぴ色」を皇し，表面に半

球上の凹凸の著しいこ主も，よく本極の特徴をあらわしている。

本植物の同定並びに御指導を受けた神戸大学理学部広瀬弘幸教授に感謝

しまナ。

新著館介

テ イ ラ 戸 著

{岡山大学温泉研究所)

北アメリカ北東沿岸産海藻 (1957) (改訂版〕

W. R. TAYLOR: Marine Algae of the Northeastern coast of 
North America (1957) Second revised edition 

-Ann Arbor The University of Michigan Pressー
(Price $ 12.5) 

本書は己IZ:著者が 1987年IZ:同題で出版したものの改訂版で，初版が出された時大讃

辞を以て迎へられたものである。往時の TheBiologist誌の曾評IZ:.r本容は極めて卓越

したものであり・H ・H ・.乙れは著者が永年ウッヅホールの臨海実験所IZ:於て教鞭をとった

鐙富な経験とその造詣深い海穫の知識から生れた色ので，アメリカでは乙の箸11:匹敵する

ものは見当らない」と。斯様に北アメリカ大西洋岸のフロラを究明した本容は分類学的叉

形態学的研究11:於て高〈好価きれ，従来諸国の藻類学者IZ:よって引用され，且重要な文献

として挙げられてきた。爾来星mを霊ねる E と 20 年，正~I乙著者が種々のデータを追加し

面白を一新して改訂版を世におくった乙とは極めて有志議の乙とと惟う。此の改訂版は現

在の分類学上の成果や命名法の最新のものをとり入れた正11:北アメリカ北東沿岸産海藻の

集大成であり，宝典であると云っても過言ではあるまい。

叉本書はミシガン大学科学費量管 18巻IZ:該当している.著者は本書出版の為に 25年間

の協力と激励を借しまなかったジーン・グラントテイラ一夫人i乙対する最大の謝辞を述べ

て巻頭を飾っている.

以下順次紙面の許す限り内容に触れてみたいと思う。本書は全 500余頁の大著であり，

初版より色約80頁の湘加である。序 (2頁).緒論 (24頁).分類表 (9頁).記載 (815頁)，

文献 (18頁).図版 (60枚)，聞説明 (60頁).索引 (19頁)11:大別できる。( )内は使用頁数

及び枚数を示したのである。

〔序〕 ζζ では改訂版出版の必要性とその経線及び援助を受けた各位への謝苦手がのべ

られている。特IZ:図版の多〈はチン・チー・ジャオ縛土の手をわづらわした ζ とを述べてそ
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の好意It:感謝している@ 又近々 15年間海藻の生活史と形館に関する研究が頻繁になり，

そして種類の同定のメルヲマールや記載等の新しいデーターをどしどしとり入れたので予

想外It:増買になったと云う。

〔緒論〕 本書It:挙げられた調査対象範囲は極めて広<.パーヲユアから北アメリカの

北端より遥か北方It:至り，酉備はハドソン湾を含んでいる。乙れら広大な地域を行政区l!Ilj

並びIt:地理学的名称を用いて説明しているロ地理的分布に関しては夙It:ハーペー及びファ

ーロー等が CapeCodを境界として北方位フロラと南方位フロラ It:分けていたが，著者は

笈干のステー ションを設定して詳細に検討し必らずしも同窓見ではない様である。海藻の

習性11:も触れているが特に海部群落及ぴその消長等を取扱う生態学は本書の目的ではない

として，その生育漬境との関係をステーシ調ン別に軽くのべている湿度である。次に採集

と保存Ir.就いて述べるととろをみるに，現在のアメリカの藻類学者が行っている採集方法

及び保存の為どの様な注意を払っているかを伺い知る Eとが出きて，大変興味深〈叉参考

になると思う。要するに日本の現状と比般して大差ないことが了解できるであろう。磯採

集時の携帯用品，服装，潮汐等のとく一般的知識を述べているが，流石にプラスチック製

の容様，殊に広口j低等を可成り利用していること，服装は木綿のシ十ツとズボンが堅牢で

然も潮水11:都合のょいとと，叉履物lま日本の様に便利で安よりの薬草履がないらしくズッ

ク靴を用いるが，その底は厚いゴムぴきで而も深い般のついたものがよいと推奨している

乙と，叉潮汐表をみて採集日程を定め更に最も海岸It:近い町の新聞が地方低潮時刻を毎回

報導している乙と等を述べている。少し深い海水の澄んだ処ではガラスm;の箱即ち「のぞ

き」を用いており. 6吠までは標品巻確認できるという。「まんぐわ」も勿論使用してい

る。 乙れ以上の深処ではドレッデや潜水具を用いて採集を行っている。海藻の保存は液漬

とr占禁の 2適りである Eとは論を倹たない。普通の保存液は 4%ホルマリン液を用い，繊

細な種類では弱ホルマリン液に 30%のアルコール壱加へる，然し鳶能保存液としては，

50~70% のアルコールであるという。叉滋漬保容もする。採集品を輸送する場合に，気楽

g:航空便を利用したり，魔法瓶を使用する乙と等が一寸珍しく思へる。次Ir.研究史の項で

は，アメリカの海部研究は 19世紀前半は只ヨーロ vパの雑誌に散見する程度であるが，

何といっても本格的な研究の出発はダプリンのハーベー教授が出張講義でアメリカに滞在

し.Florid3から Nova-Scotiaのステーションで仕事をして，他の研究者の採集品と共Ir.

Nereis Boreali-Americana 3巻そ著作した乙とに始まるとした。更にコリンスは多くの

協同者と共Ir.Pbycotheca Boreali-Americanaを出版し，叉ファーロー，ハワ，セツチ

ヱルを始め多くの学者が輩出したこと，そして彼等の業績や採集品の保管先が蕊で詳しく

述べられている。最後に本書の目的と範囲を，海藻種名の同定の為よりよき案内書となる

であろうと絡んでいる。

〔分類表〕 本容で取扱った海穫の種類が一見して分る。種名及ぴ属名はアルファベッ

ト願Ir.配列しである。ここには変種や品種は出ていないがそれらは次の記載に出ている。
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分種表にでている種類は 401種である。

〔記載〕 乙乙では，目・科・属及び種の検索をとり入れ. 500以上の記臓が行われて

いる。取扱った数は前記した如く 401種が権威を以て報告されており，そして乙れらの変

種及び品種が 134つけ加へられている。

終りに改訂版(1957)と初版(1卿7)の両方を照合し，海藻の取扱い方の差異の主なもの

を拾ってみると，先ず 1937 年版では緑音量門，補習車内，紅務~~の 3 ~~であったが. 1957年

版では緑藻と栂藻の聞に Xanthophyceae門を設けたとと，即ち本改訂版では 4門を取扱

っている乙とを挙げなければならない。

次に改訂版と初版を順次みて行くと，改訂版にのみ新しくみられる名前と初版Ir.ゐっ

たが改訂版にみられなくなった名前があるのでEれを拾ってみた。新たにみられる綱名は

Heterosiphonales (Xanthophyceae)で， みられなくなった綴名は到lopteridales(調書車

類)である。新Tこにみられる科名は Chaetopeltidaceae.Gomontiaceae (以上緑藻類); 

Acrothrica目前. :Punetariaeeae. Sargassaceae (以上褐藻類); Aerochaetiaceae. 

Furcellariaceae (以上紅藻類)。 みられなくなった科名は Trentepoh¥iaceae(緑藻類);

Asperoco巴caceae(褐部類); Chantransiaceae (紅藻類)。亦新たにみられる属名では，

印 lorococcum.EctochaAJte. DがochQ，(Jte.Uro8pora (以上緑藻類);Giffordia. Eudesme. 

呪p加 erotrichia.Stuoptera (以上褐部類);Jil/.l.rcellaria. Ptilotα(以上紅務類、。そしてみ

られなくなった属名は HormIBcia(緑議類);Aegかa.Mesogloiα• Phlωospora. Gobia， 

Phylla同， (以上補穣類);Colaconema (紅部類)等でゐる。種名，変種名，品種名等につ

いては乙れぞ省略する。亦科・腐のシノニウム色省略する。鋼部類の Stilophoraceaeは

初版ではPunctariale:;の中Ir.ゐったが，改訂版では Chordarialesの中に移っている。

(舟橋説往一一北海道大学理学部縞物学教室)

学会録事

藻類関係者の集まり

昭和 32年度日本水産学会秋季大会第 1日の 10月9日午後6時から，函館市湯川町有

郷荏1'1:.於て，苦属類関係者の親陸を主主ねて談話会を関儲した。 出席者は 20名で時困層E博士

の挨拶の後，瀬川宗吉博士から「琉球の諾」と題する肩の凝らない内容豊かな，琉球の旅

の思い出話などあり ，各種の趣味的なコレクションを回覧し乍ら，彼地の最近の情勢と.

琉球の藻類の生態の輪廓，特にその水平並びIr.霊直分布に就ての報告があってから，和や

かな雰囲気の中に会食11:移った.

談笑の閲Ir.食事を絞り乍ら，順次自己紹介を行い，多〈の思い出穏や活湿な希望，建

設的な怠見など出て，名残りのつきないままに午後9時過ぎ散会した.

函館では昭和 'z1年9月26自民当時の日本水産学会秋季大会に出席した数名の有志
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